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ア ン サン ブル 実験 を用い た台風強度の 水平解像度依存性 の 調査

　　　　　　　　　　　沢 田 雅洋 （気象研 究所）
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　台風強度を数値 モ デル で予報す る際、水平解像度

を高くする こ とで 台風 の 内部構 造を表現で きるの で 、

強ま る こ とが指摘され て い る （Gentry　et　al　2010）。
一
方、1〜5   の 水平解像度の 範囲で は、達する最大

強度はほ とん ど変わ らなか っ た こ とも報告されて い

る （Fierro　et　al　2009）。
こ れ らの 先行研 究 で は、あ

る特定の 事例に つ い て の み の 研究 で あ り、 初期値 ・

境界値が異なる ときもロ バ ス トな結果が得 られ る の

か 明 らか で は な い 。ま た 、初期値 に よ る違 い が 生 じ

る とした ら、そ の 要 因を明 らか にする こ とで 台風 の

発達過程の 理解に もっ なが る。そ こ で本研究で は、

ア ン サ ンブル 実験を用い て 、水平解像度を変えた と

きの メ ン バ ー
間の 発 達過程 ・構造の 違 い な どに着目

し
、 水平解像度依存性を調べ る 。

2 ．　　 モ デル と事例　要

　使用 し たモ デル は気象庁 で現業に用い られ て い る

メ ソ数値予 報モ デ ル JMA ・NIE［M で あ る。水平解像

度依存性を調べ るた め 、10   格子 と 5   格子を用い

た実験を行 っ た。初期値 ・境界値は気象庁全球解析

値か ら作成 した 。 ア ン サ ン ブ ル 実験に用 い る摂動場

は、週間 ア ン サ ン ブル か ら作成 し、標準実験 と合 わ

せ て 27 メ ン バ ー
で ある。予報時間は 72 時間で あ る。

予報実験に 選 ん だ事例は 、2014 年台風 19 号で 、10

月 6 日 18UTC か ら 7 日 18UTC にか けて中心気圧

は 65hPa 低下 し、900hPa に達 した 。こ の 急発達 の

前 （10 月 5 日 OOUTC ）か ら予報を開始 した。
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　図 1は、10   格子、5km格子を用 い た予報実験 の

中心 気圧の時系列を表す。ベ ス トトラ ッ クと比較す

ると、10   、5km 実験 どちらも急発達を再現 で きて

い な か っ た 。
10   実験に比べ て 、

5   実験は 中心 気

圧 が深ま り、ア ン サ ン ブル 平均 で 約 5hPa 低い
。

ス

プ レ ッ ドの 幅を比 べ る と、大きな差 はない 。解像度

を 10   か ら 5km に変える こ とに よ る個 々 の メ ン バ

ーの 中心気圧 の 差 （Pdiff）を調べ る と 、 予報時間 72

h で 、27 メ ン バ ーの うち 6 つ は 浅ま り、高解像度化

に よっ て 必ず しも深ま らない こ とを示す。解像度 を

上げる こ とに よ っ て発達する メ ン バ ーとしない メ ン

バ ー
の 構造の 違い を調 べ るため、予報初期の軸対称

度合 と Pdiffの 関係 を示す （図 2）。軸対称度合は先

行研 究 （Miyamoto 　and 　Takemi 　2013）と同様 に 、

PV を用い て半径 100　k皿内で 計算し た e 図 2 を見る

と、高解像度化 によ っ て 中心気圧が深まるメ ン バ ー

ほ ど軸対称度合が高い 傾向が示 され る。 予報初期 の

軸対称度合 がある閾値を超 えると 、 高解像度化によ

っ て 中心気圧 がよ り深まる こ とを示唆する。
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　今後は発達する ・しない メ ン バ ー

間 の 構造の 違 い

とそ の 過程に っ い て よ り詳細 に調査する予定 で あ るu

ま た、事例依存も考え られる の で 、時刻をずら した

実験 、 異なる台風 で の 実験を行 い た い 。
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図 1 ： 台風 の 中心 気圧 の 時系 列。縦 軸 ： 中心 気圧 （hPa ）、

横軸 ； 日付（UTC ）。太い 実線 ・破線 （ハ ッ チ ・陰影）は 5

  、10   実験 の ア ン サ ン ブ ル 平均 （ス プ レ ッ ド）。 ● は ベ

ス ト トラ ッ ク。
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図 2 ：5k皿実 験 と 10k皿実験 の 予 報 時 間 72hで の 中心 気圧

の 差 と予 報 時間 0−12h で 平均 した軸対称度合の 散布図。
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